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」ワークショップ「コーディネーター会議体験編

１ タイトル 「みんなで子どもへの支援を考えてみませんか？」

２ 目 標 ・子どもへの具体的支援のために支援内容によってチームを組むことを知る。

・コーディネーターは、情報をつなぎ、問題解決思考で会議を進める役割が

あることを知る。

３ 準備

・ワークシート ・筆記用具 ・模造紙 ・付箋紙 ・マジック

４ 展開例①（４～５人グループ・約６０分）

（ ）手 順 時 留 意 点 準備するもの

１ 事例について、みんなで支援を考える ・グループごとに簡単に自己紹介をす

ことを知る。 る。

・ワークショップのファシリテーター1 0
分 が、事例を読み、質問を受ける。

・グループで役割を決めてもらう。

管理職、生徒指導や教育相談担当、

学年主任、養護教諭、ＳＣ、相談員

の中からそれぞれ選んでもらう。

２ 自分のなった役割で、この事例の生徒 ・支援の対象全てに支援が考えられな1 5
や保護者、担任に対しての支援を考える。 分 くてもいいことを伝える。

（ワークシート、筆記用具）

３ グループで この事例の生徒へ行う す ・グループの話し合いの中心になる人、 「

ぐ行う支援 「長期的に行う支援」に分け を決めてもらう。」 25
て意見を出し合い、そのためにどんな支 分 ・個人で考えた支援を付箋紙に書き、

援チームを組むといいか話し合う。 「すぐ行う支援」と 「長期的に行う支、

援」に分けて意見を出し合う。

・それぞれの支援を行うために、どん

なチームが必要か話し合い、まとめ

ていく。

４ 各グループが、どんなチームを組むこ ・ファシリテーターが各チームの発表1 0
、 、とにしたか発表し合う。 分 の後に チームの組み方のポイント

＊支援の内容によって支援チームが違う コーディネーターの役割とそれぞれ

ことを知る。 の立場で支援を考えることの大切さ

＊コーディネーターの役割を知る。 についてまとめる。
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ワークショップ「コーディネーター会議体験編」

☆ 。下のような生徒について相談を受けました

私のクラスのＡ男は、１年生の夏休み中に体調

を崩し、バスケット部の練習に参加できなかった

ことをきっかけに、９月からは、腹痛を理由に欠

席が多くなり、１１月現在はほとんど登校できな

い状態が続いています。夏休み明け保護者が、病

院に連れて行きましたが、特に腹痛の原因となる

病気は考えられないと診断されたそうです。私が

家庭訪問をして話を聞いても特に原因になるよう

なことはわかりません。その後も学校の連絡を伝

えに行っても会えるし、友達が連絡しても話せま

す。１学期の成績は上位で、２学期の中間テスト

の時は遅れて登校し相談室で受けました。

先日保護者が来校し、腹痛がひどいことが多い

ので、心療内科に受診したところ 「しばらく登校、

刺激は与えない方がよいと言われた 」と言ってき。

ました。

今後どのように支援していったら

よいでしょうか？

より）（担任

みんなで子どもへの支援を考えてみませんか？
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〔個人で〕

〇学校全体で今後Ａ男や保護者、担任への支援を考えていきたいと思います。

①グループで管理職・生徒指導や教育相談担当・学年主任・養護教諭・ＳＣ

や相談員の役割分担をしましょう。

②それぞれの役割で支援を考えていきましょう。

【 】役割

それぞれの立場でどんな支援をするか支援の対象者

Ａ 男 に

対して

保護者に

対して

担任に

対して
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〔グループで〕

それぞれの役割になって、学校全体の会議でこのＡ男の支援をどのように考○

えていったらいいか話し合ってみましょう。

①まとめ役を決めましょう。

【 】まとめ役

②すぐに行う支援と長期的な支援に分けて話し合っていきましょう。

また、その支援を行うためにどんなチームを組むといいですか？

☆すぐに行う支援

どんなチームを組むといいですか？◎
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★長期的な支援

どんなチームを組むといいですか？◎
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〈資料１〉
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〈資料２－１〉
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〈資料２－２〉
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〈資料３〉


